
昇降機　 特記仕様書2026. 06

令和８ 年度　 弘前市社会福祉センター改修工事（ 建築工事） （ ゼロ市債）
EV-001

か
ご
内

●三方枠●大枠○小枠

●三方枠●大枠○小枠

○本工事　 ●別途　 （ ただし、 後付け可能な措置をとること）

●無し　 　 ○有り（ 幅　 　 　 ×高さ　 　 　 ）

乗場戸　 ●遮炎遮煙性能　 ○遮炎性能（ 遮煙不要）

かご内鏡

　 　 ロ） 範囲は監督職員の指示による。 なお、 検査費は別途とする。

２． 特記仕様

　 　 機器類の能力、 容量等は、 表示された値以上とする。 ただし、 電源容量は原則として表示された値以下とする。

次のうち選択する事項は、 ●印の付いたものを適用する。

○環境への配慮

○容量等の表示

３ ． 工事種目（ ●印のついたものが対象工事）

Ⅳ　 エレベーター監視盤等

○エレベーター 形式 ○自立形　 ○壁掛形　 ○デスクト ップ形　 ○別途総合盤組込形

表示・ 操作部 ○表示・ 操作パネル（ グラフィ ックパネル） ○液晶ディ スプレイ

電源識別表示 ○商用表示灯　 　 ○発電表示灯

運行状態表示 ○かご位置表示灯　 　 ○かご方向表示灯

管制運転表示 管制運転機能毎に、 運転中とその完了表示を行う。

遠隔操作スイッチ

（ キースイッチ）

以下のスイッチを備える。

○各種管制運転を行う操作スイッチ　 ○運転及び休止の切換えスイッチ

ボタン類 以下のボタンを備える。

○故障警報リセット ボタン（ 警報内蔵） 　 ○ランプチェックボタン

インターホン（ 新規） ○監視盤組込（ 　 　 回線） 　 　 ○別置（ 　 　 回線）

電源装置

○非破壊検査

　 　 図面に特記のない場合、 別表－１「 工事区分表」 による。○他工事又は他工種

○基準階切換スイッチ

その他 ○群管理故障灯

形式 ○壁掛形　 ○別途総合盤組込形

表示・ 操作部

電源識別表示

管制運転表示

遠隔操作スイッチ

（ キースイッチ）

ボタン類

インターホン（ 新規）

電源装置

その他 ○

○表示・ 操作パネル

○商用表示灯　 　 ○発電表示灯

以下のスイッチを備える。

○各種管制運転を行う操作スイッチ　 ○運転及び休止の切換えスイッチ

以下のボタンを備える。

○故障警報リセット ボタン（ 警報内蔵） 　 ○ランプチェックボタン

○警報盤組込（ 　 　 回線） 　 　 ○別置（ 　 　 回線）

○基準階切換スイッチ

　 　 監視盤

○エレベーター

　 　 警報盤

Ⅰ　 工事概要

１ ． 工事場所

２． 建物概要

Ⅱ　 工　 事　 仕　 様

１． 共通仕様

（ １） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は， 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の標準仕様書等による。

　 　 ただし、 ●印の付いたものを適用する。

○　 公共建築工事標準仕様書（ 機械設備工事編） （ 令和７年版） 以下「 標準仕様書」 という。

（ ２） 建築工事、 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、 建築工事、 電気設備工事及び機械設備工事は

それぞれの特記仕様書を適用する。 なお、 建築工事の特記仕様は（ 　 ／　 ） 図，

電気設備工事の特記仕様書は（ 　 ／　 ） 図、 機械設備工事の特記仕様書は（ 　 ／　 ） 図による。

○　 公共建築改修工事標準仕様書（ 機械設備工事編） （ 令和７年版） 以下「 改修標準仕様書」 という。

○　 公共建築設備工事標準図（ 機械設備工事編） （ 令和７年版） 以下「 標準図」 という。

１） 本工事において、 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（ 平成１２ 年法律第１ ００号） に基づく 、

　 　 「 環境物品等の調達の推進に関する基本方針（ 令和７年１ 月閣議決定） 」 による特定調達品目の判断の基準を

　 　 満たす環境物品等を選択するよう努める。

　 　 ただし、 公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、 判断の基準を満たすものとする。

２ ） 建築物内部に使用する材料等は、 設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、 次の①から④まで

　 　 を満たすものとする。

　 　 ①, 合板、 木質系フローリング、 構造用パネル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤＦ 、 パーティ クルボード、 その他

　 　 　  の木質建材、 ユリア樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保温材、 緩衝材、 断熱材、 塗料、 仕上塗材は、 アセト アルデ

　 　 　  の放散量」 の区分に応じた材料を使用する。

　 　 　  ヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、 設計図書に規定する「 ホルムアルデヒド

　 　 ②, 接着剤及び塗料はト ルエン、 キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。  

　 　 ③, 接着剤は、 可塑性（ フタル酸ジ－ｎ －ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発

　 　 　  性の可塑剤を除く ） が添加されていない材料を使用する。

　 　 ④, ①の材料を使用して作られた家具、 書架、 実験台、 その他の什器類は、 ホルムアルデヒド、 アセト アルデ

　 　 　  ヒド及びスチレンを発散しないか、 発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

○施　 工　 調　 査

　 　 調査項目　 ○既存資料調査

　 　 調査範囲　 ○図示　 　 ○

　 　 調査方法　 ○図示　 　 ○

○足場その他 　 　 ○別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

　 　 ○本工事で設置する。 　 （ 　 　 　 　 　 図参照）

　 　 足場を設ける場合は、 「 「 手すり先行工法等に関するガイドライン」 に基づく 足場の設置に当たっては、 同ガイド

　 　 ラインの別紙１「 手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」 における２の（ １） 手すり据置き方式又は

　 　 （ ２） 手すり先行専用足場方式により行う。

○電源周波数 　 　 ５０Ｈｚ とする。

○耐震設計用地域係数

○耐　 震　 措　 置 　 　 エレベーター設備機器の固定等は、

　 　 　 ※すべて「 昇降機技術基準の解説２０１ ６年版」 による。 対象機器の耐震クラスの分類は、

　 　 との取り合い 　 　 特に昇降路が鉄骨造の場合は、 建築工事との調整を十分に行うこと。

○エレベーター仕様 　 　  仕様は、 Ⅲ　 エレベーター仕様による。

○エレベーター監視盤

　 　 　 　 （ 設置場所： 　 　 　 　 階　 　 　 　 室）

○エレベーター警報盤

　 　 　 　 （ 設置場所： 　 　 　 　 階　 　 　 　 室）

○計画通知・ 完了検査費用 　 　  計画通知手数料及び工事完了通知手数料は、 本工事に含まない。

○動力計測用電力量計 　 　  ○要（ ○無検定　 ○検定付） パルス発信機能付とし、 電力量の表示は 〇有 〇無 とする。

（ ２ ） エレベーター設備

１号機

①用途

②Ｊ Ｉ Ｓ記号

⑧出入口寸法

⑦扉開閉方式

④積載量・ 定員

⑥かご内法寸法

⑪電源容量

⑩電源

地震時管制

非常用発電時

停電時救出

Ⅲ． エレベーター仕様

９００ｋ ｇ （ 　 １３ 人　 ）

（ 間口） ×（ 奥行） ×（ 高さ）

２枚両引戸

有効幅９００ ｍｍ×高さ２１００ｍｍ

図示による。

○無し　 ※有り（ 閉じ込め時リスタート 運転）

①仕上げ

乗用　

ピット 冠水時

１６００ ｍｍ×１ ３５０ｍｍ×２３００ ｍｍ

備　 　 考

火災時管制 ○無し　 ※有り

浸水時

緊急地震速報

長尺物振れ

②かご室内付加仕様

乗合全自動方式（ ＳＣ）

⑨停止箇所（ 停止階）

商用　 動力： ３相２ ００Ｖ　 電灯： 単相１００Ｖ

⑫電源盤及び制御盤

管
制

運
転

等

Ｐ－１３ －ＣＯ

⑬制御装置

かご内専用操作盤

かご内手すり

かご内専用インジケータ

キックプレート

視覚障害者用装置

○無し　 ※有り

機
　
器

乗合方式

１階

２階

①防犯用窓

⑤専用乗場ボタン 有り

　 階

同法施行令第１１ ２条第１ ４項二号に適合したものとする。

①インジケータ（ 各階共通）

⑥防火設備

②
　
仕
　
上
　
げ

○幕　 板

（ ２ 種）

④敷　 居 硬質アルミ

そ
の
他

遮炎遮煙性能を有するとは、 建築基準法第６８条の２６第１ 項及び

乗
　
場

○幕　 板

（ ２ 種）

鋼板製塗装仕上げ （ ２ 種）

（ ２ 種）

鋼板製塗装仕上げ

（ ２ 種）

（ ２ 種）

視覚障害者用装置

登録済呼び取消し機能

④館内放送用スピーカー

⑤各階案内表示板

有り　 多光軸式とする。③出入口検出装置

⑤各階案内表示板

⑦かご内カメラ ○無し　 　 ○有り

③区分 ロープ式（ 普及型） 機械室なし

○三方枠○大枠○小枠

○幕　 板

○乗場戸

鋼板製塗装仕上げ

鋼板製塗装仕上げ

鋼板製塗装仕上げ

（ ２ 種）

（ ２ 種）

（ ２ 種）

③インターホン エレベーター専用の同時通話式インターホンとし、 設置場所は下記による。

親　 機

子　 機 かご内操作盤に設置

②庁舎外・ 遠隔監視（ 通話）

　 の対応

昇
降

機
関

連

項　 　 　 目 Ａ 備　 　 考

⑤速度

Ｅ Ｍ ＥＶ

凡例　 　 Ａ　 ： 建築工事　 Ｅ　 ： 電気設備工事　 Ｍ　 ： 機械設備工事　 ＥＶ： エレベーター設備工事

アルミ ニウム等の額縁で、 Ａ３ 版の透明な合成樹脂製プレート と

複写用紙が差込み可能な構造とする。

⑥着脱式壁保護材 ○無し　 　 ○有り

③ホールランタン ○無し　 　 ○有り

　 　 ○はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、 事前に走査式埋設物調査を行い、 監督職員に報告を行う。

　 　 　 ただし、 走査式埋設物調査で埋設物の調査ができない場合は、 監督職員との協議による。

建物名称
構　 造 階数 建築基準法による 消防法施行令

備　 考
別表第１の区分

弘前市

社会福祉

センター

階建 地下 塔屋 延べ面積（ ㎡）

建物別 工事種別

工事種目
弘前市

社会福祉センター

●　 エレベーター設備

○　

(昇降路内)
建築物の高さ

ＲＣ造一部鉄骨造

(鉄骨造) 地上12. 15ｍ 増　 築

管制運転機能毎に、 運転中とその完了表示を行う。

設置場所 ○△階　 □□室

設置場所 ○△階□□室

別表－１「 工事区分表」

○電源盤及び制御盤 　 　  高調波対策及び高調波ノイズ対策は、 標準仕様書第２編１． ２． ２（ ５） による。

※１） この工事区分表は、 建築工事（ Ａ） 、 電気設備工事（ Ｅ） 、 機械設備工事（ Ｍ） 、 エレベーター工事（ ＥＶ） と

　 　 　 いった施工上密接に関連する各工事において、 材料や作業がどの工事に含まれているかを明確にするために

　 　 　 共通事項として添付しているものである。 よって、 本工事の設計図書に記載されていない、 工事範囲外の項目も

　 　 　 含んでおり、 本工事の具体の工事内容を示すものではないことに留意すること。

機械室・ 昇降路の躯体

機械室の床開口

機器室の床配管ピット ・ ふた

機械室の上げ床コンクリート 打設・ 仕上

機械室・ 昇降路内換気設備

巻上機周囲のチェッカープレート 敷

昇降路内ピット 防水・ 集水桝

点検用タラップ

各階出入口穴あけ・ 同補強

三方枠取付・ 枠廻り埋戻し・ 同補修

昇降路がＳ造の時の出入口扉・ 三方枠及び幕板の固定用鋼材

出入口扉・ 三方枠及び幕板

出入口扉・ 三方枠及び幕板の各補強鉄骨

昇降路の中間ビーム、 ブラケット 、 レールブラケット 支持柱、

他昇降路内の鋼製部材一式

昇降路がＳ造の時の中間ビーム及びブラケット の受けピース

機械室大梁又は昇降路内にフックの取付（ フックを含む）

ホール押釦・ インジケータ・ 鋼索などの壁開口

点検用コンセント ・ 煙感知器

ＥＶ制御盤までの動力・ 照明用電源、 アース、 火災時管制運転用信号、

非常用発電時管制運転用信号、 拡声設備（ 館内放送用） 配管・ 配線工事

監視カメラ用の監視装置からＥＶ警報盤又はＥＶ監視装置までの

配管・ 配線工事

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤までの保守遠隔監視用（ 電話回線） の

配管工事

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤までの緊急地震速報受信用の配管・ 配線工事

ＥＶ制御盤からＥＶ監視盤又は警報盤までの制御、 監視カメラ及び

インターホンの配管・ 配線工事

動力計測用電力計から自動制御盤までの配管・ 配線工事

ＥＶ制御盤からエレベーター内監視カメラ及びインターホン

までの配管・ 配線工事

監視カメラ及び

に映像を表示する場合

電気設備のモニタ装置

※２） エレベーター設備で必要となるスリーブは全て本工事とする。

なお、 特記仕様の選択する事項のうち、 ●印の付かない場合は、 ※印の付いたものを適用する。

○監視・ 制御システムの 外部ネット ワークと接続する制御システム

外部ネット ワークとの接続する箇所の不正アクセス防止対策

○　 ファイアウォール　 　 　 ○　 統合脅威管理（ UTM）

盤・ キャビネット の錠の鍵

○　 製造者の標準鍵

○　 鍵の指定あり

　 　 対策機器（ ○監視盤　 ○警報盤　 　 ○　 　 ）

　 サイバーセキュリティ

○有　 ○無

○有　 ○無

インターホン含む

　 　  ○　 新設　 ○　 既設　 （ 仕様は、 Ⅳエレベーター監視盤等による。 ）

　 　  ○　 新設　 ○　 既設　 （ 仕様は、 Ⅳエレベーター監視盤等による。 ）

　 　 【 ○図の時刻歴応答解析による各階の床応答加速度、 各階層間変形角及び建築物の一次固有周期を用いる。

　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 図参照） 】

天　 井

側　 板

かごの戸

敷　 居 硬質アルミ

床 製造者標準仕様（ ゴム又は合成樹脂系タイル貼り）

製造者標準仕様(化粧鋼板又は鋼板製塗装仕上げ(２種))

【 別表： 耐震設計用地域係数Z】
【 Z=1. 0】

係数が「 0. 9」 以外の地域
【 Z=0. 9】

青森県のうち青森市、 弘前市、 黒石市、 五所川原市、 むつ市、 東津軽郡、 西津軽郡、 中津軽郡、 南津軽郡、 北津軽郡、 下北郡
秋田県

福島県のうち会津若松市、 郡山市、 白河市、 須賀川市、 喜多方市、 岩瀬郡、 南会津郡、 北会津郡、 耶麻郡、 河沼郡、 大沼郡、 西白河郡
山形県

（ １） 一般共通事項

２箇所停止　 （ 　 １ 階　 ～　 ２ 階　 ）

　 　 事前調査　 ○本工事　 ●別途　 　 　  

　 　 耐震設計用地域係数は、 （ ０ . ９ ） とする。

　 　 　 　 （ 　 ○　 耐震クラスS14　 　 ●　 耐震クラスA14　 ） とする。

　 　 イ） 放射線透過検査等による埋設物の調査　 ○行う　 　 ●行わない

○　 あり（ 対象設備　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 ●　 なし

　 　  ●不要

最高速度　 ６ ０　 　 ｍ／ｍｉ ｎ４５　 　 ｍ／ｍｉ ｎ 　 可変速

●無し　 ○有

○無し　 ●有り

●無し　 ○有り

●無し　 ○有り

●無し　 ○有り

鋼板化粧シート 仕上

○無し　 ●有り

○無し　 ●有り

○無し　 ●有り

○無し　 ●有り

○無し　 ●有り

○無し　 ●有り

●無し　 ○有り

○無し　 　 ●有り

●無し　 　 ○有り　

○無し　 　 ●有り

○無し　 　 ●有り

乗り場ボタン一体式　 ステンレスヘアライン仕様

鋼板化粧シート 仕上げ

-

-

鋼板化粧シート 仕上げ

●無し　 　 ○有り

鋼板塗装仕上　 青空照明

４　 ｋ ＶＡ（ 以下）

●乗場戸

●乗場戸
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新設

特記事項

※カメラ映像の最終接続先及び運用仕様については、 機種メーカー決定後に発注者及び電気設備工事と協議の上決定とする事

承　 認 設　 計 担　 当 縮　 尺

設計年月日

工事名称

図面名称
ＮＯ．

１級建築士事務所　 青森県知事登録第Ａ1－1642号

株式会社

門前　 孝治　 １級建築士登録第213201号

〒036-8353
青森県弘前市下鞘師町11　
ＴＥＬ　0172ー38ー1900
ＦＡＸ　0172ー39ー6168

一級建築士事務所

令和８年度　弘前市社会福祉センター改修工事（建築工事）（ゼロ市債）エレベーター設備工事　特記仕様書

弘前市大字宮園二丁目８番地1ほか

●工事期間中停止させない機器 ●　無し　　○　有り








